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日時　平成19年５月18日（金）
時間　午前10時～午前11時30分

会場　Ｌｅｖｅｌ　ⅩⅩⅠ　東京會舘「シルバールーム」
住所　東京都千代田区大手町2-2-2　アーバンネット大手町ビル21階

Ⅰ．「平成１９年３月期　決算概要」

　　　　　　　　　　　　　取締役経営企画部長　 澤田 清春

Ⅱ．「将来構想」

　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長 　舘本 勲武　

Ⅲ．質疑応答

　　　　　　決算説明会
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１．会社概要と事業内容

株式上場　　　平成17年12月６日　東証二部上場

設立 平成15年4月1日（持株会社設立日）

　　　　　　　　　　　（昭和54年10月6日創業）

所在地 東京都足立区保木間二丁目29番15号

資本金 ７５９百万円

社員数 １６８名（平均臨時雇用者数：７３３名）

関係会社 東京デリカフーズ㈱

名古屋デリカフーズ㈱

大阪デリカフーズ㈱

デザイナーフーズ㈱

㈱メディカル青果物研究所

事業内容 ホール野菜の販売、カット野菜の製造販売等
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２．当社の強み・特徴
２．当社の強み・特徴健康野菜を

　　　　外食産業に

お届けする八百屋です。

デリカフーズ株式会社
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当社グループ

ホール野菜部門
カット野菜部門
その他部門

東京デリカフーズ㈱
名古屋デリカフーズ㈱
大阪デリカフーズ㈱
㈱メディカル青果物研究所

デリカフーズ㈱

その他部門
デザイナーフーズ㈱

経営指導

業務支援

お客様

（ファミリーレストラン）
（ファーストフード）
（CVSベンダー）

（居酒屋）
（焼肉チェーン）
　　　　　　　　　他

発注

納品

業務支援サービス

（成分分析他）

委託先
発注 納品

仕入先

（契約農家）
（荷受）
（仲卸）

発注

納品

研究機関

（大学等）

業務提携

共同開発

　事業系統図
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２．当社の強み・特徴
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　デリカフーズグループ

　　野菜のすべてを熟知し、顧客のニーズに応える

生産者　・　　市場
レストラン
ファーストフード
中食・居酒屋

安定購入・大量購入

外食・中食から
必要な情報の要求

　　　　　【当社グループの強み・特徴】
　　　①価格管理機能
　　②チルド物流機能と鮮度保持技術
　③産地と外食・中食をつなぐ情報流通機能

・必要なものを必要なときに
　必要な分だけ
・安定的な価格
・野菜に関する情報を提供

外食・中食の
ニーズの情報提供
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（参考例）キャベツの各地区相場比較

（平成17年10月15日～10月29日）

（資料：名果㈱　市況情報）

東京（大田）

名古屋（本場）

大阪（本場）

　価格管理機能

（円）

●外食・中食産業のお客様の必要量把握しているので、

　　契約産地と作付面積や価格を前もって決めることが可能。

●全国に張り巡らした「産地ネットワーク」を持つ。

●価格見積もり期間は、月間　あるいは　週間　等

●分社化により、価格見積もりは各地域毎で行う。

価格変動が激しい青果物において安定価格・安定供給で提供

平成17年12月大雪による影響の中

当社の仕入価格は安定した推移

平成17年12月　レタス相場価格(市場価格）と生産者契約仕入価格【東京】
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MA製品（当社）

呼吸を考慮した商品設計
真空製品

(注）MA製品：酸素と二酸化炭素の割合を調整し、

呼吸による商品劣化を抑える技術。
Modified  atmosphere

　鮮度保持技術
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３．平成１９年３月期　
決算の概要と来期の見通し
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平成18年

3月期

平成19年

3月期

平成20年

3月期

通期実績 来期計画

20,000

669

650

3.25
374

19,635

656

642

3.26
367

前期実績

19,462
営業利益（百万円） 653

売上高経常利益率(％) 3.04

593

363
　 （339）

売上高（百万円）

経常利益（百万円）

当期純利益（百万円）

　決算実績（連結）
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平成18年3月期

期末

平成19年3月期

期末
コメント

総資産　　　　　　　（百万円） ７，３４３ ７，７５８

自己資本率 　　（％） ４３．０ ４３．１

１株当たり純資産　（円） ２０２，４４２．０１ ２２０，７１９．７８

有利子負債残高　（百万円） ２，１７２ １，８４８ ３２３百万円減少

株主資本　　　　　 （百万円） ３，１５８ ３，３４２

投資活動によるキャッシュ・フロー(百万円） ▲４０ ▲４５２ 兵庫工場移設等

財務活動によるキャッシュ・フロー(百万円） ４３９ ▲４９２ 借入返済等

営業活動によるキャッシュ・フロー(百万円） ５７９ ５５９

　財務状況（連結）の推移
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１株当たり配当金
配当金総額

（百万円）

配当性向

（％）

純資産配当率

（％）

予想

平成２０年３月期 ３５００円

２５００円

１５００円

－ － １４．６ －

平成１８年３月期 ⇒ ２５００円 ３９ ９．０ １．４

修正

⇒ ５２３５００円平成１９年３月期 １４．８ １．７

　利益還元

配当の状況

自己株式取得　（ストックオプション実施のため）

平成19年3月12日　自己株式取得　556株　金額139百万円
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　売上高（連結）

194.6
196.3

185

187

189

191

193

195

197

199

201

H18.3 H19.3

（億円）
カット野菜　　 ホール野菜　

その他　　

6.43億円の増加
(+)FF・FR
　　ＣＶＳベンダーの売上増

1.94億円の減少
(－)暖冬で鍋物用野菜

　　白菜・大根の売上減

2.75億円の減少
(－)委託先の売上の減少
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平成19年３月期（期末）

　顧客別売上高（連結）構成比

ファミリー
レストラン

　　

居酒屋

FF

食品メーカー・問屋　２．1％

給　食　１．４％　
　

連結売上高合計
19,635百万円

コンビニベンダー

弁当・惣菜

67.3%
　9.4%　

8.4%　

5.9%　

5.4%
　

顧客別 18.3期 19.3期 増減ｐｔ

ファミリーＲ 76.7

8.3

ファーストＦ 6.2 8.4 ＋2.2

ＣＶＳＶ 3.1 5.9 ＋2.8

2.2

67.3 －9.4

居酒屋 9.4 ＋1.1

弁当・惣菜 5.4 ＋3.2

★
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カット野菜
部門

30.6％

その他
16.2％

平成19年３月期

17

　部門別売上高（連結）構成比

業務用カット野菜

丸ごとの野菜

卵・豆腐など野菜以外
の商品・委託先

連結売上高合計
19,635百万円

ホール野菜部門
53.2％

部門別 18.3期 19.3期 増減ｐｔ

カット

野菜
27.6 30.6

53.2

16.2

＋3.0

ホール

野菜
54.7 －1.5

その他 17.7 －1.5
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593
642

400

450

500

550

600

650

700

750

800

H18.3 H19.3

（百万円） 売上原価　　

販管費　 　営業外収益・費用　

営業外費用
42百万円の減少

（－）有利子負債の
　　減少による利息減
（－）新規公開費用

　　経常利益（連結）

売上　

173百万円の増加
(＋)カット野菜11.9％増
(－)ホール野菜1.8％減
　　その他7.9％減

16百万円の増加
(＋)カット野菜19.1％増
(－)ホール野菜3.5％減
　　その他6.8％減

154百万円の増加
(＋)人件費

　　消耗品
　　修理修繕等
(－)水道光熱費

　　　リース料
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200

250

300

350

400

450

500

550

600

650

H18.3 H19.3 H20.3(計画)

経常利益

当期純利益

593

374
367

642

（百万円）

　利益（連結）推移
経常利益率

当期純利益率

3.05%

1.86%

650

3.25%

1.87%

12月の大雪に対しても
予算比102.2％確保

363

H18.3　 H19.3　 H20.3(計画）　

3.27%

1.87%

７月の長梅雨に対しても
　　予算比107％確保

当期純利益率

経常利益率

経常利益

当期純利益
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４．今期の戦略
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　今期予算達成のための戦略

・　食品残渣処理費用削減のため発酵分解減容機を使用。
・　お客様（レストラン等）での食品リサイクル対応の支援（カット野菜や機械紹介）

③　食品リサイクル法対応　食品残渣の発酵減容機

・　旧工場（神戸工場）の既存の顧客に加え、関西以西の新規顧客を獲得予定。
・　大手ファーストフード売上増と新規獲得・CVSベンダー新規獲得　

販管費削減と
深堀営業

①　兵庫工場　稼動開始＊投資5億円、償却予定15年償却

②　加熱加工野菜の開発から本格販売へ 　売上拡大

　売上拡大

④　ＩＴを利用した在庫システム＆青果物需要予測システム構想

⑤　野菜勉強会　各社開催（東京・名古屋・大阪）

販管費削減

　売上拡大

・　温野菜の開発　「当社しかできない商品の開発」
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・　旧工場（神戸工場）の既存の顧客に加え、関西以西の新規顧客を獲得予定。
・　大手ファーストフード売上増と新規獲得・CVSベンダー新規獲得

・　環境を考えた最新設備
　　　　　　　　（地下水洗浄設備、食品残渣処理設備、衛生設備、室温管理・水温管理）

兵庫県加古郡稲美町六分一字百丁歩１２８４
面積　２６１６．６㎡　延べ床面積　１６６０㎡
カット野菜生産能力　前工場×６倍以上予定

①　兵庫工場　稼動開始（平成１９年３月２８日） 　売上拡大
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温野菜の開発　「当社しかできない商品の開発」

アミノ酸分析器

　当社が開発した機械　（温度帯　60℃～450℃）
アミノ酸の分析をすることによって
各野菜の「おいしさ」をみつける

②　加熱加工野菜の開発から本格販売へ 　売上拡大
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食品残渣処理費用　年間８０００万円⇒４０００万円に減少の計画

工場で食品残渣を発酵分解・減容　

野菜を店舗へ納品　 契約産地で肥料利用　

完全発酵肥料化センター　

③食品リサイクル法対応　食品残渣の発酵減容機 販管費削減と
深堀営業
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品質管理 情報管理 需要予測分析

商品ごとの情報把握

（在庫数、リードタイム）
新鮮な野菜を

お客さまのもとへ
適正在庫から
ロスを軽減

適切な在庫管理を行い、ロスの発生を最小限に食い止めます。

入荷 出荷

産地・市場
お客様

青果物のロス　3000万円/年の削減を計画します。 販管費削減

PUBLICITY
　No.5
　Ｎｏ.７　参照

④　ＩＴを利用した在庫システム＆青果物需要予測システム構想
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光センサー
選別機械

（当社開発）　

出荷

氷温庫（熟度維持）

熟成庫（追熟）　

完熟

完熟

未熟

フルーツの熟度管理の開発
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試食会

前回、第10回健康野菜塾では、200人を超える多くのお客様、生産者様

仕入業者様、マスコミ関係の方々をお呼びして、講演させて頂きました。

研究分析

いろいろな野菜のご紹介勉強会

メニュー開発産地開発

⑤野菜勉強会　各社開催（東京・名古屋・大阪） 　売上拡大
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５．将来構想
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　　将来構想

No.2 平成２１年の卸売市場法改正に向けて

＊ＩＴによるロス管理
＊ＪＩＴ（ジャスト・イン・タイム）導入による効率化　
＊分析データを持って生産者と青果業界（荷受・仲卸）との協力体制の確立

No.1 温野菜開発の成功による本格販売開始。＜うまみ、栄養価＞

Ａ－ＯＲＡＣスコアーとは、ＡＯＵ研究会
Ｂ－非破壊測定機の開発
　　　トマトの抗酸化力測定機の完成により、他野菜の開発加速化
Ｃ－医、食、農の連携による免疫力、解毒力測定の開発
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－ゼブラフィッシュ

①　今年９月、ライン化－１ライン稼動開始―横浜工場
②　来年４月－１０月、本格ライン化――――全国
＊将来、カット野菜に次ぐ、柱とする。

No.3　青果物におけるデリカスコアーの確立
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アミノ酸の分析をすることによって
各野菜の「おいしさ」をみつける

アミノ酸分析器

No.1 温野菜の開発に成功
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PUBLICITY
　No.８参照

No.2大手電気メーカーとの分析提携（日立協和エンジニアリング㈱）
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•• ORACORACスコアースコアーとは・・・とは・・・
　　　　OOxgenxgen RRadical adical AAbsorbance bsorbance CCapacity apacity （（活性酸素吸収能力）活性酸素吸収能力）

•• 米国農務省（米国農務省（USDAUSDA））と国立老化研究所（と国立老化研究所（National Institute National Institute 
on Agingon Aging））の研究者らが開発した抗酸化力を示す指標　　　の研究者らが開発した抗酸化力を示す指標　　　

※測定方法で特許所得※測定方法で特許所得

•• 米国内の市場では、商品に米国内の市場では、商品にORACORAC値を表示し流通値を表示し流通

　　　　

No.3　青果物におけるデリカスコアーの確立　　
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PUBLICITY
　No.6参照

No.3　青果物におけるデリカスコアーの確立～AOU研究会～
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No.３-B　　　トマトの非破壊測定機の完成

おいしさ　 ★★★

抗酸化力　★★★

値段　￥１３０　
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現場におけるデータの集積　　2001年より作成継続中

高精度測定機器
による分析

各デリカフーズ研究室
※菌数測定、大腸菌群、
Ecol、サルモネラ、黄色ブドウ球菌

簡易分析

大学研究機関の高精度の分析機器に
よる測定値との照合

簡易方法の検証
データの蓄積・解析

公定法（高精度）による測定値と簡易分析で
の測定値を多数継続して行い精度を検証

微弱発光法　ルミノメーター

ESR法　電子スピン共鳴装置
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経済産業省の
新エネルギー・
産業技術総合開発機構
（ＮＥＤＯ）の予算の採択

「ゼブラフィッシュ」とは
第３の実験動物として
　　ＮＩＨ（米国衛生研究所）
　　　　　　　　に認証されています。
（特徴）
•費用が安い。（一匹約10円）
•人間の80年の生涯を2年間で表現

No.３-C　医、食、農の連携による免疫力、解毒力の開発

ゼブラフィッシュを使った研究開発
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参考資料
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アメリカではすでに野菜に栄養を表示しているが・・・・。
Amount Per Serving
Calories 20　　　　　　　Calories from Fat 0

% Daily Value
Total Fat 0.5g 1%

Saturated Fat 0g 0%
Cholesterol 0mg 0%
Sodium 0mg 0%
Total Carbohydrate 3g 1%

Dietary Fiber 1g 4%
Sugars 2g

Protein 1g
Vitamin A 20%　　　　　　　　Vitamin C 4%
Calcium2%　Iron2%　　　　　　　　　　
Foliate 10%

アメリカではすでに野菜に栄養を
表示して販売しているが、
年間で変動する数値を一定にして表
示している。

しかし、デリカフーズは、
1個1個の野菜の抗酸化力、免疫力、解毒力を表示する予定です。
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いちご　　　　　キウイ　　　　　　　　トマト　　　　　　かぼちゃ　　　　ほうれん草

　　レタス　　　　　　 大根　　　　　　　バナナ　　すいか　　　　　白菜

免
疫
系

抗
酸
化
系

解
毒
系

緑黄色野菜

　フルーツ

淡色野菜

アブラナ科

　ユリ科
　　　　わさび　　　　　 にんにく 　 しょうが　　　　　キャベツ　　　ブロッコリー　
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ニンニク 

キャベツ 

カンゾウ  

大豆 ショウガ 

セリ科植物（ニンジン 

セロリ パースニップ） 
      

タマネギ 茶 ターメリック 

全粒小麦 亜麻 玄米 柑橘類 

（オレンジ レモン グレープフルーツ） 

ナス科（トマト ナス ピーマン） 

アブラナ科植物（ブロッコリー カリフラワー 

芽キャベツ） 

     
マスクメロン  バジル  タラゴン  カラス麦 

ハッカ  オレガノ  キュウリ  タイム  アサツキ 

  ローズマリー  セージ  ジャガイモ  大麦   ベリー 

 

 

       米国国立がん研究所によるデザイナーフーズリスト  

               1990 年、アメリカ国立ガン研究所が植物性食品によるガン予防を目的として 
               デザイナーフーズプログラムの中で発表したフーズリスト    

「がんを防ぐ 52 の野菜」 大澤俊彦 より 

重

要

性

の

増

加

の

度

合

老化と癌を防ぐ老化と癌を防ぐデザイナーフーズリストデザイナーフーズリスト
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ご清聴ありがとうございました

　　　　　　問い合わせ先

　　　　　デリカフーズ株式会社
部署　　経営企画部　　澤田・長堀
電話　　０３－３８５８－１０３７
FAX　　０３－５８５１－１０５６
HP　　　http://www.delica.co.jp
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